
　

俳　

句	

尾
形
千
寿　

選

長
生
き
を
せ
む
と
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合
ふ
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村
松
笑
美
子

宇
和
海
の
大
鰤
届
く
大
晦
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萬
條
ハ
マ
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吹
雪
来
て
小こ

や舎
の
鶏
に
わ
と
り

騒
ぎ
を
り	

伊
藤
芳
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か
さ
こ
そ
と
落
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の
風
に
足
早
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時
子

幼
児
の
し
ぐ
さ
可
愛
ゆ
し
初
笑
ひ	
青
野
幸
子

峡
里
の
隣
は
遠
し
花
八
っ
手	

	

越
智
政
美

真
向
ひ
に
霊
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仰
ぐ
初
日
の
出		

安
藤
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孫
の
ぬ
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も
り
抱
く
今
朝
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野
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忠
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選

年
老
い
て
と
ど
の
つ
ま
り
は
祈
る
の
み

	
	

岡
田
キ
ミ
子

呑
気
で
は
な
い
が
呑
気
な
顔
に
見
え	

徳
永
チ
エ
子

人
間
が
で
き
た
と
云
わ
れ
怒
れ
な
い	

首
藤
恒
夫

寝
た
き
り
へ
ス
プ
ー
ン
で
入
れ
る
命
綱

	
	

近
藤
和
子

満
開
の
桜
の
下
で
人
に
な
る	

	

山
内
清
和

わ
だ
か
ま
り
溶
か
し
て
く
れ
た
牡
丹
雪

	
	

藤
崎　

泉

箒
き
目
に
風
が
い
た
ず
ら
し
た
落
葉	

今
井
マ
サ
コ

雪
合
戦
つ
め
た
い
け
れ
ど
楽
し
い
よ	

今
井
椎
那

■
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歌
作
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作
品
（
俳
句
・
川
柳
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歌
の
別
を
書
き
、
漢
字
に
は
ふ

り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
さ
い
）・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
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を
明
記
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、
毎
月
１
日
ま
で
に
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送
・
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
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外国語指導助手
アカリー・
クライナヴファンさん

　昨年７月にイギリスから来日し、小松町で外国語指

導助手をしているアカリー・クライナヴファンです。

詩を作ったので、ぜひ読んでください。アカリーの自己紹介No.10

　

短　

歌	

田
坂　

幸　

選

新
年
に
は
下
駄
買
ひ
く
れ
し
と
な
り
家
の

	

小
母
さ
ん
思
ふ
八
十
年
過
ぐ
る
も

	
	

松
本
イ
ヲ

い
た
だ
き
し
餅
の
袋
に
結
ば
れ
し

	

赤
き
リ
ボ
ン
に
嬉
し
さ
百
倍	

仁
野
喜
代
子

祝ほ

ぎ
膳ぜ
ん

に
白
寿
の
伯
父
は
ネ
ク
タ
イ
の

	

位
置
た
し
か
め
て
「
鶴
亀
」
謡う
た

ふ

	
	

広
田
シ
ゲ
ノ

新
春
の
社
に
満
ち
ぬ
快
癒
せ
し

	

神
官
君
の
打
つ
太
鼓
の
音	

久
門
美
那

年
の
瀬
の
吹
雪
く
社
に
一
樹
の
み

	

時
季
に
遅
れ
て
楓
も
み
ぢ
す	

伊
藤
し
げ
子

真
夜
中
の
空
に
か
が
や
く
ネ
オ
ン
の
灯ひ

	

都
会
の
ご
と
し
石
鎚
ス
キ
ー
場	

工
藤
幸
子

東し
の
の
め雲
の
北
斗
七
星
明
々
と

	
頭
上
に
亘
り
散
歩
路
照
ら
す	

丹　

信
夫

山
茶
花
の
花か
ず
い蕊

に
宿
る
夜
の
雨

	

寒
き
あ
し
た
に
薄う
す

ら
氷ひ

光
る	

松
本
都
子

餅たちが、
うさぎと遊べば、
月光る、
朝来るまでの、
しばし宴かな。

香りから、
桜の優美を、
感じれど、
鯉懐かしむ、
英国の薔薇。

外国語、
聞き方によれば、
母国語か、
若き心は、
海を越える。

o-mochi, mochi,
play with father rabbit
dance high shadow light!
then morning Buddha ascends
and they eat alone by day

sakura, again
the scented patterns shower,
soaks my black hair
the koi leaps back to 
breathe lost English roses

say 'okie dokie';
to the dark-eyed stranger
and to which white face? 
hear the students speak
in their minds, maru, maru

＜訳：Toshifumi Sayama ＞
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